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会長挨拶 

　マランツOB会会員の皆様お元気でお過ごしでしょうか。よく夏暑く、冬寒い自然の摂理にか
なった気候は景気に好循環を生むと言われます。今年の夏は記録的猛暑でしたので景気反転の足
掛かりになって欲しいと願っています。　 

夏の猛暑に加え今年は台風、集中豪雨も多発し新たに「線状降水帯」と言った新用語も誕生する
中、自然災害が多発しました。ご家族や親族の皆様被害に遭われなかったでしょうか。 

　さて、マランツOB会では去る6月11日（土曜日）町田のレンブラントホテルで3年ぶりとなる
総会、懇親会を開催しました。コロナ禍で制約がある中、会員51名の参加を頂き互いの近況や旧
交を暖め、懐かしい再会で話題が尽きませんでした。 

一方、感染予防対策としてマスク着用で臨んだため個々人の顔の特徴把握に時間を要し、ハプニン
グやハラハラドキドキ、それでも対面でしか味わえない温もりを肌で感じ取れたひと時でした。 

また、この先「旧知が温まる魅力的OB会」を永続させるため運営資金確保
に向け各種規約改定も皆様の賛同を頂き終了する事ができました。 

　次回「OB会たより」は来年一月新年号となりま
す。コロナ感染は少し落ち着きが見られますが
油断大敵！　感染予防を取りながら日々元気で
ご活躍下さい。 

マランツOB会会長　佐藤　卓



次ページに続く↓2

事務局から

　年々と暑さが厳しい夏になっている感じがしますが10月に入り涼しさを感じる季節になりまし
た。また、原因不明の病気や自然災害も多発しておりこの先が気になるところです。 

OB会たよりも今回で10号を発刊することができ会員の皆様との交流の一途になればと思います。 

第16回マランツOB会　総会・懇親会の報告 
令和4年（2022年）6月11日㈯レンブラントホテル東京・町田にて3年ぶりに参加会員51名で
開催されました。 

総会での協議事項として 
1. 令和3年の会計報告と令和4年の会計予算に関し会員の合議を頂きました。 
2. 幹事7名の任期継続と幹事1名の任期完了に関し会員の合議を頂きました。 
3. OB会の存続を優先させるため慶弔見舞金と米寿・喜寿お祝い制度を来期より廃止する

ことに関し会員の合議を頂きました。 
4. 諸物価の高騰に鑑みOB会　総会・懇親会の参加費を来期より六千円に増額することに

関し会員の合議を頂きました。 

※ 上記の詳細に関してはOB会ホームページに掲載していますのでご覧ください。 

懇親会では 
コロナ感染防止の観点から立食から着席スタイルにし食べ物も各自お弁当を用意し検温、
手指消毒も実施しました。会員の意見として少し肩ぐるしいとの声もありましたが感染防
止策として納得して頂きました。 
懇親会は1.5時間としゲームや集合写真撮影を行い会員の皆様も対面での懇親会を堪能さ
れているようでした。 

※ 懇親会の写真もOB会ホームページに掲載していますのでご覧ください 

来期も同じレンブラントホテル東京・町田で6月10日㈯に開催を予定しておりますので皆様の
参加をお願い致します。事務局も慣れない環境での開催につき改善点も多々あり少しでも会
員の皆様に楽しい総会・懇親会になるよう努力をしてまいります。 

OB会寄付金の提供 
令和4年9月時点で24名（宇野さん、鈴木（延）さん、匿名希望者
さんが新たに提供してくださいました）で総額219,000円の寄付金
を頂きました有難うございます。OB会活動費として有意義に活用さ
せて頂きます。
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会員から：石川 清さん 
～ 最後の仕事 ～ 

　自分には、これと言って趣味がある訳でもなく、又、皆さまに伝たえるような有意義な話も
なく、この寄稿依頼に正直な所、引き受けるのを躊躇していました。 
けれども、あてにされ、頼られるのは、”あの人ならやってくれるだろう”と期待されると判断し
て、断るのではなく、何かを書いてみることにした。 
そこでマランツ退職後、長年やってきた地域の自治会について書きます。 

　マランツエレクトロニクス（株）を60歳で定年退職して、職にも就かずにいましたころ、自
宅の前の自治会会長さんから、家で吞気にしていたのを見透
かされたのか、自治会役員を是非やってほしいと要望されま
した。最初は断っていましたが、役員不足で、今期で辞める
役員が何人いるとか（役員不足は、今でも継続中）自治会活
動の目的等々、説き伏せられ引き受けることとなりました。 
あれから18年目、そして今は、地域の自治会副会長として従
事しています。 
長年自治会活動運営してきて思う事は、 

(1) 自治会は奉仕の精神から始まりましたが、現実は奉仕で
勤めようとする人は、少ない。私は、役員に従事し、貴
重な経験をしたことも事実、この事はやらないと判らな
い。時代も変わっているし、やり方、進め方等変える必
要もある。 

(2) 自治会の必要論と不要論…私は、当然必要論。貴方は？
統計上では、半々不要論が多いのは自治会の機能が十分に働いてない事と、帰属意識が低い
為に自治会の必要性と感じないから。現在の自治会の現状把握と持続可能な運営のあり方を
探ることが、重要と考える。 

(3) 災害時をはじめ、日常生活の中での様々な問題を住民相互が協力、連携し、自分達の地域を
良くして行こうとする意志を持つことが大切だと思います。幅広い世代の人が住んでおり、
世帯構成や職業等地域の事情は実に多様です。 

任意の住民の集まりである自治会で大事な機能は、 
① 親睦機能　相互のコミュニケーションです。例えば多くの人が参加できるお祭り、盆踊

り、バス旅行、スポーツ大会（運動会、球技大会）などです。 
② 防災防犯機能（防犯・防災・交通安全など） 
③ 行政との協働機能（各種行政情報の伝達、連絡や行事参加、募金など） 
④ 環境機能（防犯灯、ごみ、資源、道路、一斉清掃など） 
⑤ 対外的代表機能（行政への陳情、要望、住民の意見） 

自治会でやることは、この様にまだまだ沢山あります。出来る事と出来ないこともある。役員が
山とある問題をそれぞれ担当し、やることが多く苦慮してるのが現実です。 
私、昨年、脳梗塞を患いまして、身体の具合もあり自治会を今期一杯で退くと思います。 
自治会活動は、私の最後の仕事となると思う。
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クイズ 
～ これ、わかるかなぁ ? ～ 

次の漢字の読みは ? 

【初級】　 

 蚊 ( 　　　 )　蛇 ( 　　　 )　蚕 ( 　　　 )　蜂 ( 　　　 )　蝶 (  　　   )  

【 中級】 

 蝦 ( 　　　 )　蛸 ( 　　　 )　蝿 ( 　　　 )　蝉 ( 　　　 )　蛙 ( 　　　 )  

【上級】 

 蝸 ( 　　　 )　蛤 ( 　　　 )　鮑 ( 　　　 )　虻 ( 　　　 )　蚓 ( 　　　 )  

出題：藤井

4

クイズ 
～ これ、わかるかなぁ ? ～ 

前回の解答 

【 問 5 】次の漢字の読みは ? 

　初級編 

　椿 ( つばき )　松 (  ま つ  )　栃 (  と ち  )　梨 (  な し  ) 　梓 ( あずさ )  

　柏 ( かしわ )　桂 ( かつら )　樺 (  か ば  )　楠 ( くすのき ) 

　中級編 

　李 ( すもも )　椎 (  し い  )　橘 (たちばな)　椨 (  た ぶ  )　橙 (だいだい)  

　楡 (  に れ  )　柊 (ひいらぎ)　檜 ( ひのき )　榊 ( さかき ) 

　上級編 

　　椒 (さんしょう)　欅 ( こぶ し)　榴 ( ざくろ )　柘 (  つ げ  )　樅 (  も み  ) 

　　櫟 ( けやき )　椋 (むくのき) 
出題：藤井



マランツOB会 

事務局長：下口 克己    
メールアドレス：bureau@mtzob.jp  ホームページ：https://mtzob.jp/
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あとがき 

　オーディオの技術に在籍していました、八ツ橋さんからのお知らせです。 

　本社の通用門に桜の木があったのを覚えている方は多いと思います。 
4月になると満開になり新しい季節の始まりを教えてくれるだけでなく、新しく我々の仲間になった
新入社員を歓迎していたのでは (？) とも思います。 

　本社が移転してマンションになっても、周辺の住民やあたらしくこの敷地の主人になった方々の要
望にて、この桜の木は残されていましたが、さすがに老木となってしまったのでしょう。ここ数年
は桜の花が満開になることもなくなり、本年の9月に伐採されてしまいました。満開に咲き誇ってい
る時はあまり感じないのですが、なくなってしまうと寂しさを感じる方もいると思います。 

　マランツOB会のホームページには、 ありし日の桜の木の写真を掲載していますが、記念 (?) にそ
の写真を今号に掲載しておきます。 

小原 記


